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平成29年度 一般会計補正予算

150万円

萩・石見空港利用促進対策事業

地域の活力創出事業 産業人材確保対策事業

　萩・石見空港の利用促進のため、益田市が

事務局の「利用拡大促進協議会」へ助成を行う

もの。

390万円
　当初予算で計上している「市民大学」の準備

経費の増額。

この協議会の幹事市町でない江津市が150

万円を助成する意義は。
問

江津市への交流人口を呼び込むため、三江

線ツアーや体験型プログラムなどを進めてい

ただく。

答

質　問

市民大学設立準備会と中心市街地活性化

協議会や地域コミュニティはどう違うのか。
問

補正予算で、若者が住みたくなるまちのコン

セプトと仕組み作りを行う。
答

226万円
　市内企業の「魅力発信」のため、インターネッ

トを活用する委託費。

企業魅力化向上事業の具体的内容は。問
市内の高校生の市内就職率が低く、市内企

業の魅力発信と魅力向上のＰＲが必要と考

え、専用ホームページを開設した。市内30社

からの協力をいただき、5月から公開してい

るが、現在6万件のアクセスがある。

答

質　問質　問

・・・・・・

・・・・・・・・・・・・

補正予算額 934万9千円（総額147億7134万円）

利用促進を進める萩・石見空港

「江津市版総合戦略」に基づき、

新たに交付される「地方創生推進交付金」の

計上により編成
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　桜江副次拠点施設整備にともな

い、名称を江津市コミュニティセ

ンターから桜江コミュニティセン

ターに変更し、併せて増設された

会議室を条例に追加するもの。

建物の案内表示看板などには桜江総合セ

ンターとなっているがなぜか。
問

混乱を避けるため建物の総称を、「桜江総合

センター」とし、その中に桜江コミュニティ

センターや保健センター、その他各種団体

が入居している形に考え方を統一した。

答

委員質問

総
務
文
教
委
員
会

●桜江コミュニティセンター設置管理条例

　地方が行う森林整備の長期的・

安定的な財源確保のため、森林環

境税(仮称)を早期に創設するよう

求めるもの。

「森林環境税」と現在の「水と緑の森づく

り税」との関係は。
問

島根県の水と緑の森づくり税は、一人当た

り年額500円を県民税として徴収している

もので、同様な税は全国では、37府県と横

浜市で実施されいる。詳細はまだ決まって

いない。

１．地方が行う森林整備の長期的、安定的な財源確保のため、平成30年度税制

改革において、「森林環境税(仮称）」を創設すること。

２．税収は、民有林面積に応じて分配し、県および市町村がしっかり連携しなが

ら、自由度をもった対策が実施できるような制度とすること。

答

委員質問

建
設
厚
生
委
員
会

●森林環境税(仮称)の早期実現を求める意見書

森林環境税(仮称)の早期創設の実現を求める意見書

　法改正による、育児休業取得で

の特別条件を追加するなどの改正

を行うもの。
今回の改正が、非正規職員に適用されて

いないことをどう考えるのか。
問

非常勤の一般職の育児休業はとれる。今

後、育児休業のことも含めて全体的な臨時

職員、非常勤特別職の任用については精

査していきたい。

答

委員質問

●職員の育児休業などに関する条例

意見書を提出
しました
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内 

涼
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文議案番号 件　名
議決
結果

同意第3号

同意第4号

同意第5号

同意第6号

同意第7号

同意第8号

同意第9号

同意第10号

同意第11号

同意第12号

同意第13号

同意第14号

承認第2号

承認第3号

議案第34号

議案第35号

議案第36号

議案第37号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第41号

請願第2号

陳情第3号

陳情第4号

意見第1号

意見第2号

農業委員会委員の任命につき認定農業者等が委員
の過半数を占めることを要しない場合について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

専決処分報告について

専決処分報告について

江津市地域コミュニティ交流センターの設置及び管
理に関する条例の一部を改正する条例制定について

江津市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正
する条例制定について

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する
条例制定について

江津市保健施設の設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例制定について

桜江コミュニティセンター設置管理条例の制定について

平成２９年度島根県江津市一般会計補正予算（第１
号）を定めることについて

平成２９年度島根県江津市公共下水道事業特別会
計補正予算（第１号）を定めることについて

特別委員会の設置について

北朝鮮問題をめぐる国際的緊張の高まりを平和的に
解決することを求める意見書の提出について

森林環境税（仮称）の早期創設の実現を求める意見
書の提出について

「共謀罪」と同趣旨の「テロ等組織犯罪準備罪」の拙
速な法制定を行わないことを求める意見書の提出
について

ＪＲ三江線廃止にともなう代替交通についての意見
書の提出について

森林環境税（仮称）の早期創設の実現を求める意見
書の提出について
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○：賛成　  ●：反対　  斥：除斥　 棄：棄権

特別委員会が

設置されました

市庁舎建設調査特別委員会
市庁舎整備について、執行部から新庁舎建設と

建設候補地など一定の方向性が示されたため、

議会としてこの重要課題について特化し議論する

特別委員会です。

［委員長］ 森脇 悦朗  ［副委員長］ 土井 正人

［委　員］ 永岡 静馬／河野 正行／石橋 孝義

多田 伸治／田中 利德　
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　市議会で外交問題を議論することはなじまないが、最近

の北朝鮮によるミサイル発射実験は、県内の漁業関係者

の安全な操業を脅かすものであり、わが国は毅然とした抗議

をするとともに国際社会との連携を一層密にして国連決議

の遵守を強く働きかけることが必要である。しかし、本請願

の内容は、北朝鮮に対して抗議するのではなく、日本政府

の対応を批判する様な表現となっており提出に反対。

　米軍と北朝鮮が武力衝突に至れば、米軍基地があり

米軍と一体となって行動する日本にも被害が及ぶ。その

ような事態を回避するため、関係各国が対話による解決を

模索しているが、安倍政権は危機感をあおり、軍事的対応

を強化するばかりで、対話には否定的。だからこそ国へ

意見書を提出して、平和憲法にのっとった解決を模索する

べきであり、請願に賛成。

北朝鮮問題をめぐる国際的緊張の高まりを平和的に

解決することを求める意見書の提出について

「共謀罪」と同趣旨の「テロ等組織犯罪準備罪」の拙速な

法制定を行わないことを求める意見書の提出について

本会議 における 賛成・反対意見

請願第２号

反対 藤間  義明 賛成 森川  佳英

　総務文教委員会での審査に入る前に、国において法案

が可決し、陳情者の意を実現することはできなくなった。

江津市議会では趣旨採択はできないため総務文教委員会

において不採択としたことは妥当である。また、陳情者の

意を汲み、法の廃止を求めることに勝手に内容を変更して

審査することもできないため反対。

陳情第４号

反対 鍛治  恵巳子

反対 多田  伸治

　陳情は「共謀罪」法案の廃案を求めているが、国会での

強行採決ですでに「共謀罪」法となっている。しかし、陳情

の主旨は法成立後なら廃止を求めるもの。江津市議会で

は過去に、陳情の求めとは全く相容れない意見書を提出

したこともある。陳情者の意図を汲んで、「共謀罪」法廃止

と改めた意見書を提出するため、陳情に賛成。

賛成 多田  伸治

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例制定について

　市職員の育休の取得条件を拡大する条例案だが、６月議

会での「女性の働き方」に関する一般質問への答弁で、非

正規雇用の処遇改善に言及したにも関わらず、条例案での

対象に非正規職員が含まれていない。子育てに「正規なら」

「非正規だから」といった隔たりはない。働きながら子育て

する人を同じく支援すべきであり、この条例案には反対。

議案第36号

　育児休業などをする特別な事由として、「保育所などに

おける保育の利用を希望し、申込みを行っているが、当面

その実施が行われないこと」を追加するなどの所要の改

正を行うもの。児童福祉法及び人事院規則の一部改正に

よる条例改正であり、職員の育児休業をとりやすくするた

めに必要な条例改正であり、賛成。

賛成 坪内  涼二

反対 森脇  悦朗

ＪＲ三江線廃止にともなう代替交通についての

意見書の提出について

　この意見書と同主旨のものが、市長あてに提出されて

おり、これに対し担当職員が丁寧な説明のもと回答書を

返している。市議会は、あくまでも市全体の公共交通に

ついて統一した意見として要望していくべきで、一地区の

要望を先行して、市全体の意見として要望していくことは、

沿線他地区の住民との均衡を失うこととなり、三江線沿

線以外の地区も市内に該当することを配慮しなければな

らないため提出に反対。

意見第１号

　市議会が無視した沿線住民からの陳情をもとに意見書

を作成した。内容は三江線廃止が迫るなかで、地域の

存続に危機感を抱く住民の切実な要求。「市長が回答して

いる」「沿線６市町に関わる問題で、本議会での議論は

ふさわしくない」との反対意見があるが、市民の声を国

などへ届けることは、市議会が果たすべき市民への責任で

あり、それを放棄してはならないため、意見書提出に賛成。

賛成 多田  伸治
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市
議

市

Q
A＆

の

の

江津市をもっと

暮らしやすくするには、

こうしたらいいな

一般質問
一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し

て
質
問
を
行
い
ま
す
。

※原稿は質問した議員自身が、主な質問について

　要旨をまとめたもので、一般質問の全ての内容は

　市のホームページの「市議会」→「会議録検索」

　から見ることができます。

　（ただし掲載は次期定例会の前になります）

Q
『
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
』
の

利
活
用
推
進
で
中
心
市

街
地
の
活
性
化
を

A
『
て
ご
ね
っ
と
石
見
』
と

の
連
携
強
化
で
賑
わ
い

の
創
出
に
取
り
組
む

田中 利德

Q

．『
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
』
建
設
に
は

多
額
の
経
費
が
か
か
っ
た
が
、
総
工
事

費
は
い
く
ら
か
。

A

．

総
工
事
費
は
約
14
億
円
。
そ
の

他
に
用
地
費
・
移
転
補
償
費
・
委
託
料

を
加
え
た
総
合
計
は
22
億
８
９
０
０

万
円
。

Q

．『
パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
』
の
管
理
運

営
は
市
直
営
で
は
な
く
、
指
定
管
理
者

に
委
託
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
状

況
か
。

A

．

指
定
管
理
者
は
『
特
定
非
営
利

活
動
法
人 

て
ご
ね
っ
と
石
見
』
で
、
１

年
間
の
運
営
費
で
あ
る
指
定
管
理
委
託

料
は
６
３
８
８
万
円
。

Q

．

多
額
の
建
設
費
用
と
年
間
６
０

０
０
万
円
以
上
の
運
営
費
が
か
か
っ
て

い
る
が
、
市
民
か
ら
は
駐
車
場
不
足
な

ど
、
不
満
の
声
も
聞
こ
え
る
。
今
後
の

対
策
は
。

A

．

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
際
に
は
駐
車
場

が
不
足
す
る
た
め
、
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

の
臨
時
駐
車
場
で
対
応
し
て
い
る
が
、

不
便
を
お
か
け
し
申
し
訳
な
く
思
っ
て

い
る
。
根
本
的
な
解
決
が
望
ま
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

賑わい創出が期待される『パレットごうつ』
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て
質
問
を
行
い
ま
す
。

平成25年ひきこもり等に関する調査報告書（島根県健康福祉部）より

Q
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ

バ
ー
（
Ｃ
Ｎ
Ｆ
）
を
活
用
し

て
の
今
後
の
戦
略
は

A
市
内
や
県
内
の
企
業
に

Ｐ
Ｒ
し
、
活
用
を
促
す

Q

．

市
内
企
業
の
Ｃ
Ｎ
Ｆ
を
活
用
し

た
商
品
開
発
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
は
。

A

．

日
本
製
紙
㈱
が
製
造
す
る
食
物

繊
維
由
来
の
天
然
素
材
Ｃ
Ｎ
Ｆ
は
、
鉄

の
５
倍
の
強
靱
さ
と
鉄
の
５
分
の
１
の

軽
さ
を
併
せ
持
ち
、
液
体
に
混
ぜ
る
と

粘
性
や
保
湿
性
を
高
め
る
性
質
が
あ

り
、
食
品
や
化
粧
品
に
新
た
な
付
加
価

値
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
市
内

企
業
へ
適
宜
情
報
を
提
供
し
、
自
主
的

な
商
品
開
発
を
促
す
。

Q

．

市
内
・
県
内
企
業
へ

の
Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

A

．

中
国
経
済
産
業
局
か

ら
、
本
市
や
県
産
業
技
術
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
県
内
企

業
が
利
活
用
し
て
の
商
品

化
を
調
査
研
究
す
る
と
の

打
診
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

【
学
校
給
食
】

Q

．

学
校
給
食
で
の
生
産
者
団
体
と

の
交
流
会
の
成
果
は
。

A

．

児
童
・
生
徒
か
ら
は
「
農
業
者
の

方
か
ら
の
話
を
聞
い
て
、
給
食
を
残
さ

ず
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
食
べ
よ
う

と
思
っ
た
。」
生
産
者
か
ら
は
「
生
産
意

欲
が
高
ま
っ
た
。」
と
い
う
声
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

河野 正行

Q
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
の

設
置
を

A
ど
こ
に
設
置
す
る
か
な
ど

関
係
各
課
で
協
議
し
た
い

Q

．

ひ
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
・
不
登
校

な
ど
、
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
や
青
少

年
に
対
す
る
総
合
的
な
相
談
窓
口
や
、

居
場
所
づ
く
り
な
ど
に
対
応
す
る
施
設

を
設
置
す
べ
き
と
思
う
が
。

A

．

家
庭
の
問
題
と
し
て
あ
ま
り
表

面
化
し
て
い
な
い
中
で
、
今
後
ど
の
よ

う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
を
把
握
し
、

市
と
し
て
ど
こ
ま
で
踏
み
込
め
る
か
、

相
談
窓
口
を
ど
こ
に
設
置
す
る
か
な
ど

を
関
係
各
課
で
協
議
し
て
い
き
た
い
。

Q

．

県
の
調
査
で
ひ
き
こ
も
り
の
方

の
う
ち
、
40
歳
以
上
が
53
％
に
も
上
っ

て
い
る
。
本
人
と
親
の
世
代
が
ま
す
ま

す
高
齢
化
す
る
中
、
対
策
は
。

A

．

年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
長
期
化

傾
向
が
見
ら
れ
、
要
因
や
経
緯
が
不
明

な
場
合
が
多
い
。
長
期
化
す
る
前
に
、

家
族
が
早
期
に
相
談
し
や
す
い
窓
口

の
設
置
と
周
知
を
図
り
、
居
場
所
づ
く

り
か
ら
社
会
参
加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
次
に
就
労
に
向
け
た
環
境
づ
く
り

や
心
身
を
含
め
た
体
調
管
理
な
ど
、
継

続
的
か
つ
多
岐
に
わ
た
る
対
策
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。

森脇 悦朗

今年９月に完成予定のＣＮＦの工場
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Q
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
へ
の

市
庁
舎
移
転
は
安
全
か

A
従
来
よ
り
も
厳
し
い
知
見

の
も
と
災
害
を
想
定
し
て

い
る

多田 伸治

Q

．

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
警
察
署

横
へ
の
市
庁
舎
移
転
が
最
適
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
１
０
０
０
年
前
の
津

波
の
伝
承
が
あ
り
、
市
民
に
は
低
地
へ

の
移
転
に
不
安
が
あ
る
。
地
質
調
査
を

行
い
、
ど
の
程
度
の
津
波
だ
っ
た
の
か

な
ど
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

A

．

津
波
の
伝
承
は
地
震
か
ら
数
百

年
後
の
も
の
で
、
統
一
的
な
見
解
が
な

く
、
国
も
「
島
根
県
に
被
害
を
及
ぼ
し

た
主
な
地
震
」
に
挙
げ
て
い
な
い
た
め
、

地
質
調
査
は
行
わ
な
い
。

Q

．

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
へ
行
政
機

能
が
集
中
す
れ
ば
、
災
害
で
一
挙
に
機

能
喪
失
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
危
機
管

理
上
、
問
題
が
あ
る
の
で
は
。

A

．

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
は
洪
水
や

津
波
の
浸
水
想
定
区
域
外
。
移
転
に
よ

る
関
係
機
関
の
集
中
で
、
災
害
復
旧
へ

の
力
を
集
中
で
き
る
。

Q

．「
想
定
外
」
は
通
用
し
な
い
。
現

庁
舎
よ
り
も
低
地
へ
の
移
転
で
、「
絶

対
に
安
全
」
と
言
え
る
の
か
。

A

．

従
来
よ
り
も
厳
し
い
科
学
的
知

見
を
も
と
に
、
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・

津
波
を
想
定
し
て
い
る
。

移転予定地とされる警察署横の土地(海抜７ｍ)

小型風力発電のイメージ写真

Q
風
車
設
置
へ
の
規
制
を

A
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

　
　
　
　
検
討
す
る

Q

．

嘉
久
志
町
で
、
小
型
風
力
発
電

施
設
の
設
置
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
行

政
と
し
て
の
関
わ
り
は
。

A

．

昨
年
、
業
者
か
ら
設
置
に
関
わ

る
規
制
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

現
在
、
法
的
な
規
制
は
な
く
、
景
観
条

例
上
の
手
続
き
が
必
要
と
指
導
し
た
。

Q

．

風
車
に
よ
る
騒
音
・
低
周
波
・
景

観
な
ど
へ
の
影
響
を
ど
う
考
え
る
か
。

A

．

設
置
の
場
所
や
数
に
よ
っ
て

は
、
住
民
の
生
活
に
影
響
が
あ
る
。
景

観
条
例
で
、
高
さ
13
ｍ
を
超
え
る
工
作

物
は
届
け
出
が
必
要
で
、
景
観
上
の
問

題
と
し
て
指
導
す
る
。

Q

．

住
宅
街
周
辺
に
は
設
置
さ
せ
な

い
な
ど
、
条
例
制
定
の
考
え
は
。

A

．

嘉
久
志
町
で
の
事
態
を
受
け
、

住
環
境
を
守
る
た
め
小
型
風
力
発
電

設
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
検

討
す
る
。

森川 佳英
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の
力
を
集
中
で
き
る
。

済生会江津総合病院を発車する石見交通バス

クラフトビールについて学ぶ醸造大学

Q
地
酒
復
活
に
よ
る

　
　
　
　
地
域
振
興
を

A
具
体
的
な
案
件
が

　
　
あ
れ
ば
支
援
を
検
討

Q

．

地
酒
復
活
に
向
け
た
行
政
の
具

体
的
支
援
は
。

A

．

本
市
お
よ
び
商
工
関
係
団
体
、

金
融
機
関
な
ど
で
相
談
に
の
り
、
具

体
的
な
案
件
が
出
れ
ば
、
ど
の
よ
う

な
具
体
的
支
援
が
で
き
る
の
か
検
討

す
る
。

【
障
が
い
者
差
別
解
消
条
例
】

Q

．

障
が
い
者
差
別
解
消
条
例
（
仮

称
）
の
制
定
を
。

A

．

条
例
を
制
定
す
る
こ
と
で
周
知

を
図
る
の
か
、
民
間
事
業
者
な
ど
へ
の

周
知
・
啓
発
を
行
い
、
そ
の
共
通
認
識

の
も
の
で
条
例
制
定
を
す
る
の
か
、
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
30
・
10

運
動
の
推
進
】

Q

．

宴
会
時
の
乾
杯
後
30

分
と
お
開

き
前
10

分
は
自
席
で
料
理
を
楽
し
み
、

食
べ
残
し
の
削
減
に
取
り
組
む
「
30
・

10

運
動
」
の
推
進
を
。

A

．

市
民
・
飲
食
店
・
事
業
所
な
ど

へ
の
働
き
か
け
を
行
う
ほ
か
、
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
、
イ
ベ
ン
ト
で

の
周
知
活
動
を
通
し
て
普
及
啓
発
に
取

り
組
む
。

坪内 涼二

Q
本
市
に
と
っ
て
望
ま
し
い

地
域
公
共
交
通
と
は

A
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
が
基
本

Q

．

今
後
、
本
市
に
お
い
て
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
が
加
速
し
、
公
共

交
通
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を

増
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市

に
と
っ
て
望
ま
し
い
地
域
公
共
交
通

と
は
。

A

．

平
成
28

年
４
月
に
策
定
し
た
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
基
本
に
、

計
画
で
の
目
標
と
現
実
を
い
か
に
埋
め

て
い
く
の
か
、
努
力
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
る
。

【
Ｊ
Ｒ
三
江
線
代
替
交
通
】

Q

．

沿
線
住
民
の
要
望
や
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
Ｊ
Ｒ
三
江
線
廃
止
に
と
も
な

う
代
替
交
通
の
早
期
整
備
を
。

A

．

現
在
、
法
定
協
議
会
で
は
地
域

公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
る
。
ま
た
、
地
元
協
議
会
で
は
三
江

線
代
替
交
通
運
行
主
体
や
、
運
行
計
画

に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
い
る
。
ル
ー

ト
案
で
は
右
岸
側
を
幹
線
、
左
岸
側
は

デ
マ
ン
ド
と
し
、
便
数
は
現
行
本
数
を

基
本
に
考
え
て
い
る
。
議
論
で
固
ま
っ

て
い
な
い
財
源
や
運
賃
な
ど
が
問
題

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ｒ
西
日
本
な

ど
と
交
渉
す
る
。

島田 修二
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Q
今
後
の
行
財
政
改
革
は

A
今
後
も
継
続
し
て

　
　
　
し
っ
か
り
行
う

藤間 義明

Q

．上
下
水
道
の
今
後
の
経
営
計
画
は
。

A

．

４
月
に
10
年
間
の
経
営
戦
略
を

策
定
し
た
。
今
後
は
そ
れ
を
着
実
に
実

行
し
て
行
く
。

Q

．

第
５
次
行
財
政
改
革
大
綱
は
、

平
成
27
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、

平
成
28
年
度
以
降
は
。

A

．

平
成
28
年
以
降
は
ロ
ー
リ
ン
グ※

を
行
っ
て
い
る
。

Q

．

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
が
４

月
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
市
民
へ
の
周

知
は
。

A

．

広
報
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
。
今
後
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
策
定
す
る
際
に
は
、
説
明
会
を
開

催
す
る
予
定
。

※

ロ
ー
リ
ン
グ
と
は
？

　
現
実
と
長
期
計
画
の
ズ
レ
を
埋
め
る

た
め
に
、
施
策
・
事
業
の
見
直
し
や
部

分
的
な
修
正
を
毎
年
定
期
的
に
行
っ
て

い
く
手
法
。

公共施設の見直しで解体される勤労青少年ホーム

子育て応援企業認定マーク「くるみん」

Q
本
市
の
現
状
を
踏
ま
え
、

女
性
の
働
き
方
を
変
え
る

事
業
の
取
り
組
み
を

A
働
き
方
を
変
え
る
こ
と
の

メ
リ
ッ
ト
を
強
調
し
つ
つ
、

企
業
へ
も
働
き
か
け
る

Q

．

本
市
の
共
働
き
世
帯
数
は
。

A

．

子
ど
も
の
い
る
世
帯
で
は
、
全

国

平

均

の
52
・
８

％

に

対

し
、
島

根

県
・
江
津
市
と
も
に
66
・
２
％
と
割
合

が
高
い
。

Q

．

現
状
把
握
の
た
め
、
女
性
の
声

を
聴
け
る
場
を
。

A

．

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
を

定
期
的
に
開
催
し
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
意
見
を
聴
き
、
政
策
に
活
か
し
た
い
。

Q

．

育
児
休
業
の
取
得
率
を
ど
う

や
っ
て
上
げ
る
の
か
。

A

．

事
業
所
へ
の
啓
発
活
動
を
主
要

施
策
と
し
て
い
る
。
企
業
の
魅
力
向
上

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
な
ど
、

女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く
る
。

Q

．

女
性
の
正
規
雇
用
を
増
や
す
取

り
組
み
を
。

A

．

正
規
雇
用
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
制
度
の
充
実
な
ど
、
雇
用
主
側
へ
の

働
き
か
け
も
重
要
と
考
え
る
。

鍛治 恵巳子
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現在の市庁舎

Q
「
身
の
丈
に
合
っ
た
」
建

設
計
画
と
し
て
市
民
が

納
得
の
い
く
内
容
は

A
規
模
や
投
資
額
は

　
　
　
　
再
検
証
す
る

Q

．

大
き
な
津
波
や
地
震
も
来
な
い

な
ら
、「
そ
も
そ
も
論
」
と
し
て
新
庁
舎

建
設
が
必
要
か
。

A

．

防
災
マ
ッ
プ
で
示
さ
れ
る
想
定

で
は
津
波
は
来
な
い
。
地
震
は
震
度

６
弱
で
の
被
害
が
予
測
さ
れ
て
い
る

の
で
、
耐
震
機
能
を
有
し
た
市
庁
舎

建
設
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

Q

．

今
後
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
需
で

の
資
機
材
や
人
件
費
の
高
騰
で
、
コ
ス

ト
ア
ッ
プ
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
将

来
人
口
減
少
も
鑑
み
て
、
市
庁
舎
整
備

へ
の
35
億
円
以
上
の
投
資
は
必
要
か
。

A

．

市
の
財
政
を
破
綻
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
。
規
模
や
建
設
投
資
額
を
再
検

証
す
る
。

Q

．

市
庁
舎
建
設
の
コ
ス
ト
を
大
幅

に
切
り
詰
め
、
西
部
統
合
小
学
校
も
同

時
に
建
設
着
手
す
る
こ
と
を
地
元
住
民

は
望
ん
で
い
る
が
対
応
は
。

A

．

今
後
の
財
政
動
向
を
見
極
め
て
、

適
切
に
対
応
す
る
。

石橋 孝義

議員活動レポート

ヒラメ稚魚放流体験
（建設厚生委員会）

　６月９日、毎年恒例となっているヒラメ稚魚放流体験

が行われ、建設厚生委員会メンバーが参加しました。

今年は、桜江小学校５年生の皆さんとヒラメの稚魚

1000匹を塩田海岸に放流しました。つくり育てる漁業

の大切さを学び、栽培漁業の重要性を体感することが

できました。

市内小中学校を訪問
（総務文教委員会）

　５月24日、総務文教委員会で江津東小、江東中、桜

江小・中学校を訪問しました。各学校では、校長先生

等と学校経営・学力向上などについて意見交換を行っ

たほか、授業の様子を見学しました。真剣に授業に取

り組む生徒・児童の皆さんの姿が印象的でした。
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第9回議会報告会を開催

第２部 パネルディスカッション各議員の

発言を
要約

　５月13日と14日、市内４カ所で第９

回となる議会報告会を開催しました。第

１部では、３月議会の報告を行い、第２

部では、「市庁舎問題」をテーマにパネ

ルディスカッションを行いました。第３

部では、参加していただいた市民の皆様

と意見交換会を行いました。

◎市民の合意のもとに進めるべき。

◎市庁舎問題は、総合振興計画に出ており、今さらの

問題ではない。多額の費用がかかるが、新庁舎を建

設する案が現実的には最もよい。

◎「パレットごうつ」も完成したので、江津駅前周辺に

新庁舎を建設することもよいのではないか。

◎現庁舎の所へ建て替えとなると仮庁舎が必要とな

る。江津駅前周辺も地権者などの同意を得るのに相

当の時間がかかると思う。

◎他の公共施設との関係も考えながら進めるべき。

◎新しく建設する必要があると考えるが、地震・津波

など災害に対して耐用性があり、西部統合小学校を

先送りする中、市民負担が増加しないよう建設費を

抑えるべき。

◎建設に過疎債が使えないことや耐震改修では合併

特例債が使えないことから、新庁舎建設に異論は

ない。

◎Ａ棟は耐震が可能、Ｂ棟は難しい。防災拠点機能を

備えるには増改築でも可能と考える。使えるものと

使えないものを判断すべき。

◎津波などの心配がないことを市民にしっかり説明す

べき。

川越会場 都野津会場

◎熊本・鳥取の地震を見ると、地震はいつ発生するか

分からない。地震があり一番困るのは市民の皆様。

合併特例債が使える平成31年度までに新庁舎を建

てるべき。

◎西部統合小学校建設が３～４年遅れることになる

が、市庁舎は市民全体のことなので優先。

◎人口減少を見据え、将来の人口を想定し過大になら

ないよう配慮する必要がある。

◎市庁舎は行政拠点、防災拠点である。現庁舎では、

災害時に有効に機能を果たさないのではと考える。

◎交通利便性を考慮すべき。

◎東日本大震災の現場を見てきたが、災害時には市の

職員が先頭に立つのが前提。現庁舎では、大震災

の際にもたない。本市の最優先課題であり、市民の

安心・安全のため必要。

◎熊本レベルの地震がきたら市庁舎は麻痺する。でき

るだけコンパクトな建物にすべき。西部統合小学校

や図書館は先送りになるがしっかり説明すべき。

◎シビックセンターゾーンに公共機関の全てを集積す

るのは不安。Ｂ棟跡地がよい。

◎現庁舎をつぎはぎするよりは、コンパクトでも機能

的な新庁舎を建設すべき。

都治会場 江津会場

テーマ 「市庁舎問題について」

都治会場
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議会報告会で寄せられたご意見を市長へ届けました

●地域コミュニティの予算内訳が知りたい。各種団体

にはこれまで通り助成金があり、本来市がやるべき

ことも押しつけているように思う。コミュニティにし

た目的が不明。

●ワーカーなど市からの押し付けと感じる。地元負担

が増えたが。

●県道日貫川本線は落石の危険がある。看板や点検

など、対策について県へ要望してほしい。

●「パレットごうつ」は駐車場が少ない。無駄な建物を

建てたと思っている。他施設と競合している。

●もっと市民センターを利用する方向で考えるべき

だ。

●高齢者の運転が危ない状況。三江線の廃止の問題

もある。デマンドバスに本気で取り組んでほしい。

●働き手がいないのと、財源確保ができていないの

で、力を入れるべき。やはり民間が投資し、働き場

があって都市計画が始まる。道路がついたら発展す

る。駅前も道路が狭く開発ができていない。

●新耐震化基準を使って、施設は分散化を図るべき。

10年先を見て検討してほしい。

●新しい市庁舎は、市職員のための予算設定では困

る。市内のプロの意見を取り入れるべき。

●震度7はいつ来るか示してほしい。

●災害は忘れぬうちにやってくる。少子高齢化は歯止

めが利かない。市職員数は人口の1％が適当だ。

●新たに市庁舎は必要だ。可能な限りコンパクトで、

デザイン性は重視しない。

●Ａ棟は耐震化が可能と聞いた。丸子山公園を有効活

用。歴史的価値はあるが有効活用していない。五か

所の案の議論を深めてほしい。

●シビックセンターと現有の施設の活用をすべき。

●空き家対策、危険建築物調査にも関心向けるべき。

調査対策の条例が必要だ。

●市議会の委員会の議事録は見るようにはできな

いか。

●新庁舎の移転と言う話だが、候補地の地盤はどうな

のか。

●シビックゾーンは元々砂地だ。現庁舎のところが一

番堅いと思う。津波についてはどうか。

●新庁舎を建設する場合に本会議場は不必要。議会

のない時は避難所や防災拠点として使えるのでは

ないか。その代り委員会室をしっかり作ればよいの

ではないか。

●移転後の現庁舎はどのように利用するのか。図書館

がないので図書館をもっていくのか。

●新庁舎の中に図書館を入れることは、合併特例債

の関係で無理なのか。

●選択肢として浜田市と合併して支所として建設する

ことはできないか。

●住民投票で決定できないか。

●江津高校には寄宿舎がない。部活動で遠方より生

徒を集めることも可能。寄宿舎はできないか。

市民の

意見を
要約

都野津会場
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＝

表

紙

＝

都
野
津
会
館

編

集

後

記

　
都
野
津
会
館
は
、
昭
和
12
年

に
旧
都
野
津
町
役
場
と
し
て
完

成
。
建
設
資
金
の
工
面
に
頭
を

悩
ま
せ
て
い
た
当
時
の
町
長

に
、
地
元
の
実
業
家
・
初
代
佐
々

木
凖
三
郎
氏
が
２
万
円
（
現
在

の
４
０
０
０
万
円
相
当
）
の
寄

附
を
申
し
出
ま
し
た
。
破
格
の

寄
附
に
驚
い
た
町
長
が
「
３
年

賦
で
償
還
す
る
。
」
と
返
答
す

る
と
、「
私
は
金
貸
し
じ
ゃ
な

い
。
町
民
が
喜
ん
で
く
れ
れ
ば

寄
附
す
る
。
」
と
語
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ

島
根
の
学
生
が
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
帝
冠
様
式
（
昭
和
10
年
前

後
に
建
て
ら
れ
た
和
洋
折
衷
の

建
築
様
式)

の
木
造
の
建
物
は

希
少
と
判
り
ま
し
た
。
ま
た
、

島
根
県
の
近
代
化
遺
産
に
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
歴
史

的
に
も
建
築
的
に
も
貴
重
な
価

値
が
あ
り
ま
す
。
初
代
佐
々
木

凖
三
郎
氏
が
寄
附
さ
れ
た
都

野
津
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
建

物
で
す
。

　
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
市
庁
舎
整

備
方
針
「
市
民
説
明
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
市
議
会
も
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
市
民
の
皆
様
の
声
が
届
け

ら
れ
る
よ
う
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
表
紙
の
都
野
津
会
館
は
、
私
の
家

の
前
に
生
ま
れ
る
前
か
ら
あ
る
建
物

で
す
。
普
段
何
も
気
に
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
、
旅
行
者

や
帰
省
中
の
方
が
カ
メ
ラ
で
撮
っ
て
お

り
、
珍
し
い
建
物
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。

山
陰
中
央
新
報
の
「
石
見
の
お
宝
」

特
集
に
も
掲
載
さ
れ
た
り
、
江
津
市

の
景
観
的
建
物
の
候
補
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
２
階
は
、
初
代
市
議
会

議
員
に
よ
る
議
会
が
行
わ
れ
た
場
所

で
す
。
是
非
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
藤
間
　
義
明
）

議
会
へ

参
加
し
よ
う

　
議
会
に
対
し
て
陳
情

な
ど
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
陳
情
と

は
、
特
定
の
事
項
に
つ

い
て
議
会
な
ど
に
実
情

を
訴
え
、
適
切
な
措
置

を
要
望
す
る
こ
と
で
す
。

初代市議会議員による議会開催風景

当時の面影が残る会館内の天井や階段

■編集・発行責任者

議　　長　田中　直文

■議会広報・情報公開対策特別委員会

委 員 長　河野　正行

副委員長　坪内　涼二

委　　員　鍛治恵巳子

委　　員　多田　伸治

委　　員　藤間　義明

委　　員　森脇　悦朗

8/20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 9/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

請
願
・
陳
情
締
切
／
８
月
24
日
午
前
中
ま
で

日 月 火 水 木 金 土

次
回
９
月
定
例
会 

委員会
（議会運営）

委員会
（議会運営）

本会議

委員会
（総務文教）

委員会
（建設厚生）

委員会
（予算）

委員会
（決算特別）

情報交換会

委員会
（決算特別）

本会議
（一般質問）

議員連絡会

全員協議会

本会議

本会議
（一般質問）

委員会
（決算特別）

委員会
（決算特別）
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お

詫

び

　
前
号
８
ペ
ー
ジ
の
議
決
結
果
で
、

森
川
議
員
と
多
田
議
員
の
賛
否
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。議
案
第
17
号

に
お
い
て
、両
議
員
と
も
に
賛
成
で

し
た
。 

ま
た
、前
号

14
ペ
ー
ジ
裏
表

紙
に
て
、鍛
治
議
員
の
氏
名
表
記
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は

「
鍛
治
恵
巳
子
」で
す
。重
ね
て
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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